
【報告：Ｓ．Ｋ＆Ｔ．Ａ　2013/10/21】

　第３６期（２０１３年度）新規開設講座 社会福祉学 年金講座 は、１０月２０
日（日）、全５回の講座が終了しました 。
年金問題については、知っているようで意外に知らないことが沢山ありました。そ
れを体系的に学べ、とても充実した講座でした。

 講師にお招きした、石原圀美先生（社会保険労務士/いのちと健康を守る
全国センター理事）は、数多くの資料を基に精力的に解説頂き、時には時間を
オーバーして講義され受講生一同感激しました。

学習した主な内容は、以下の通りです。

① 公的年金制度、その生い立ちと歩み
② かしこい年金とのつきあい方
③ 老齢年金を受給するための条件
④ 遺族年金・障害年金の受給要件
⑤ 最近の年金改革のはなし
⑥ 離婚時の厚生年金分割時の留意点
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＊特に注意を要する事柄として学んだこと

１）　老齢年金の繰り上げ支給を受ける時
⇒６５歳以降も減額されたままとなる。障害年金・寡婦年金が受けられ
なくなる。

２）　年金は後払い
⇒死亡月により、残された遺族が２ヶ月分（または１ヶ月分）請求でき
る。

３）　加給年金の打ち切り
⇒配偶者が６５歳になると、配偶者自身の老齢基礎年金が支給される
ため打ち切られ、振替加算が配偶者に支給される

４）　遺族年金の支給要件は複雑
⇒要件により支給される年金の種類・支給期間・年金か一時金かが
異なる

５）　離婚時の厚生年金の分割
⇒合意分割制度と３号分割制度がある。いずれにしてもマスコミ等で
言われている単純２分割ではないので、双方が納得するまで話し合う
ことが大事。
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＊最近の年金改革のあらまし

来年度も更に深く学習します。多くの皆さんの受講をお待ちしています。

１）　遺族基礎年金の男女差解消
⇒父子家庭にも支給<平成２６年４月施行>

２）　産休中の保険料免除
⇒産前・産後休業期間中の厚年保険料を免除し、将来の年金給付に
反映<公布の日から２年の範囲で政令で定める日>

３）　繰り下げ支給の見直し
⇒７０歳以降の申請でも、７０歳時点に遡って申請したとする<同上>

４）　障害年金の待機期間の一部緩和
⇒明らかに障害の程度が増進したことが確認できる場合は、１年の待
機期間を要しない<同上>

５）　未支給年金請求範囲の拡大
⇒生計を同じくする３親等の親族（甥・姪・子の妻等）までに拡大<同上
>

６）　受給資格期間の短縮
⇒２５年から１０年に短縮<平成２７年１０月消費税引き上げ第２段階１
０％施行時>
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